
【　訪問看護　業務設計編（後編）　】　
①：「業務手順」の理解と明確化・　　　

②：「記 録 物」 の理解と明確化...　



職歴

1998年　　医療法人　整形外科病院　ＭＳＷ  　　　　　　（名古屋市）　　　　　　　　　　　　  
（22－28歳）　　老人保健施設　　　　支援相談員 　（老健施設：2施設の開設に関わる）　　
（28－30歳）　　居宅介護支援事業所　管理者 兼　介護支援専門員　　　　　　　　　　　　
　　　　　

2006年　　社会福祉法人　特別養護老人ホーム　　　　　　（石川県小松市）　　
（30－31歳）　　 経営企画室：生活相談員  兼 介護支援専門員　

2007年　　医療法人　脳神経外科病院　　　　　　　　　　　 （石川県金沢市）　　　　　　　　　　　
（31－35歳）　地域連携室  主任　ＭＳＷ　／　居宅介護支援事業所  介護支援専門員  兼務
　　　　　　   　地域連携室の立上　／　退院支援・退院調整　／　病診連・病病連窓口（紹介状管理・データ化）　
　　　　　      　回復期病棟立上げ　／　病院機能評価対応　／　
　　　　　　　  ベッドコントロール（医師の入退院の予定と実績のデータ化）／医療経営を学ぶ　

2011年　　 医療法人 小規模診療所 理事　／　ＭＳ法人 取締役（石川県小松市）
（35－38歳）     
　　　　　　    小規模診療所を中心とした地域包括ケアシステムの構築をテーマに下記介護事業の開設・運営を行う
　　　　　　     住宅型有料老人ホーム：３事業  / 訪問介護：１事業  / 居宅介護支援事業：１事業
　　　　　　     通所リハビリ：１事業  / 訪問看護：１事業  /訪問リハビリ：１事業  / 通所介護： 7事業                         
                      認知症共同生活介護：  １事業  　

2014年　  合同会社JAPAN UNITED HOME CARE 設立　
（38歳～）　 たなかだいご介護・福祉相談室　開設　（独立型社会福祉士事務所）　 　　　

　　　　　　居宅介護支援事業所の運営・コンサル事業・セミナー事業

2018年11月　株式会社ケアモンスター　代表取締役　（社名変更）
　　　　　　　今の福祉事業の概念を壊しながら、「新しい価値」と「新しい仕組み」を創造する！！

2012年09月　（石川県）加賀脳卒中地域連携協議会　　　 理事
2013年12月　日本介護福祉経営人材教育協会 北信越支部　理事
2017年03月　日本デイサービス協会　　　　　　　　　　 監事

著書2017年1月　介護施設での生活相談員の仕事　（ナツメ社）

PROFILE

株式会社ケアモンスター

代表取締役　田中　大悟

社会福祉士・介護支援専門員



訪問看護事業の業務を設計していく上で、（創業期の時点）の重要な視点として、  
 
 
 
 
 

　①：「業務内容」 
　　　・訪問看護事業所としての業務 
　➁：「職務内容」
　　　・管理者としての職務内容
　　　・看護師としての職務内容

　➂：「職責・任用要件」
　　　・管理者としての職責・任用要件 
　　　・看護師としての職責・任用要件 

　➃：「業務手順」 
　　　・契約時、日次、週次、月次、年次、不定期 

　➄：「必要な記録物」 
　　　・「訪問看護計画書」
　　　・「サービス提供の記録」等

はじめに
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訪問看護　業務設計編（後編）　

これらが、あいまいだと、  
事業としての目的を達成する以前に  
・職員が定着しない
・コンプライアンス違反など、  
様々な問題が発生してしまいます。  

 
業務区分って  

どうやって  
可視化するの？

 
どの様な 
記録物が 

必要なの？

 
記録物は
どの様に 

整理・保管  
するの？

 
日次業務や  
月次業務の  
設定って？

 
業務手順って  

どうやって  
可視化するの？
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１章：「業務手順」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　
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１章：「業務手順」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

➀：業務区分の理解  

契約前・契約時の業務

・サービスの概要説明

・事業所の概要説明

・インテーク面接

・アセスメントの実施

・利用契約

・利用者カルテファイル作成

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　など

管理業務

・コンプライアンス管理 ：基準省令の理解、看護師の使命の理解と浸透、 BCPの作成と管理、記録物の作成・管理、

・営業管理　　　　　　：マーケティングの基本プロセスの理解、事業計画の把握、営業計画の作成・管理

・人事労務管理　　　　：シフト作成・管理、研修企画・実施、給与管理、有給管理、看護過程の指導、

・設備・備品管理　 　　：車両管理、建物管理（防火管理責任）、衛生材料の管理、感染予防対策の実施、

・運営管理　　　　　　：介護ソフト（システム）のデータ管理、給付管理、相談・苦情・事故・インシデントへの対応等

日次業務

・朝礼（申し送り）

・利用者宅訪問（移動）

・看護サービスの提供

・機能訓練サービスの提供

・医療機関との連携

・サービス記録の作成

・サービス事業所との連携

　　　　　　　　　　　など

週次業務

・伝達を目的とした会議

・週間予定のシフト作成

・居宅介護支援事業所への

　営業訪問

・車両管理：ガソリン給油

・消耗品在庫確認・発注

　　　　　　　　　　　など

月次業務

・月初業務

　➡請求業務　など

・中旬業務

　➡サービス担当者会議

・下旬業務

　➡実績処理

　➡翌月の提供票読み込み　　　

　　　　　　　　　　　など

年次業務

・年間研修計画の実行

・支援困難事例への対応

・加算体制の管理

・ハザードマップの確認更新

・季節に応じた感染症対策

・BCPへの対応

・内部監査　　　　　　　

　　　　　　　　　　　など
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訪問看護　業務設計編（後編）　

契約時 
業務 

 
 
 

 

運営前の 
準備業務

管理業務

➁：業務手順の可視化  

１章：「業務手順」の理解と明確化

日次 
業務

週次 
業務

月次 
業務 

 
 
 

 
 

年次 
業務
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

01：基本情報（利用者・家族からの情報）  

　02：保険証等（利用者・家族からの情報）  

　　03：ケアプラン（ケアマネジャーからの情報）  

　　　04：その他の情報提供書類 （関係機関からの情報）  

　　　　05：サービス担当者会議の要点  

　　　　　06：契約書類 

　　　　　　07：訪問看護指示書  

　　　　　　　08：訪問看護計画書  

　　　　　　　　09：サービスの記録  

　　　　　　　　　10：報告書類  

　　　　　　　　　　11：ケアマネジャー等への実績報告書  

　　　　　　　　　　　12：その他：訪問看護の情報提供書

01~05：利用準備段階  

　　・初回相談 

　　・アセスメント  

　　・担当者会議 

 

06~08：契約段階 

 

 

09~12：利用開始後 

 

 

 

帳票作成の流れのイメージ
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【01：基本情報（アセスメント情報）】

訪問看護記録書Ⅰの記載項目 
 

・初回訪問年月日 
・主たる傷病名 
・現病歴 
・既往歴 
・療養状況 
・介護状況 
・生活歴 
・家族構成 
・主な介護者 
・住環境 
 

・訪問看護の依頼目的 
・要介護認定の状況 
・AＤLの状況 
・日常生活自立度 
・主治医等の情報 
・家族等の緊急時の連絡先、 
・担当の介護支援専門員名、指定居宅介護支援事業所の連絡先、 
・その他関係機関との連絡事項等 
・保健・福祉サービス等の利用状況を記入すること。 
 

利用者ごとに、初回訪問時等に把握した利用者の基本的な情報、主治医に係る情報などを「訪問看護記録書Ⅰ」を使用し作成すること。

訪問看護記録書Ⅰ　【参考様式１】  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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

利用者ごとに、初回訪問時等に把握した利用者の基本的な情報、主治医に係る情報などを「精神科訪問看護記録書Ⅰ」を使用し作成すること。

精神科訪問看護記録書Ⅰの記載項目 
 

・初回訪問年月日 
・主たる傷病名 
・現病歴 
・病　歴 
・療養状況 
・介護状況 
・生活歴 
・家族構成 
・主な介護者又はキーパーソン 
・住環境 
 

・訪問看護の依頼目的 
・日常生活等の状況 
・主治医等の情報 
・緊急時の主治医・家族等の連絡先 
・指定居宅介護支援事業所・特定相談支援事業所・障害児相談支援事 
　業所の連絡先 
・その他関係機関との連絡事項等 
・保健・福祉サービス等の利用状況を記入すること。 
 
 

【01：基本情報（アセスメント情報）】

精神科訪問看護記録書Ⅰ　【参考様式３】
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

介護保険被保険者証

後期高齢者医療被保険者証介護保険負担割合
証

公費医療について 
公費負担医療には、法律として定められた制
度のほか、都道府県・市区町村など自治体が
独自に助成を行うこともあります。助成の内容
は自治体によって異なりますので、お住まいの
都道府県・市区町村の担当窓口にお問い合わ
せください。

自立支援医療受給者証   自己負担上限管理表  

生活保護法　医療券

介護請求や医療請求、また公費負担の請求に必要な保険証や受給者証の確認を必ず行う必要があります。

【02：保険証など】
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【03：ケアプラン（ケアマネジャーからの情報）】

利用者ごとに、居宅介護計画書など、訪問看護計画書を作成する上で必要な書類をケアマネジャーからもらうこと。

居宅介護サービス計画書（１） 居宅介護サービス計画書（２） 週間サービス計画書

サービス提供票 サービス提供票 別表
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【04：その他の情報提供書類】

利用開始前に、利用者の健康状態等に関する情報を関係機関からする収集する。

お薬の情報 採血検査の情報 退院時の医療機関からの情報
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【05：サービス担当者会議の要点】

サービス利用開始前に、利用者に関わる介護サービス事業者が一堂に会し、ケアプランの原案の作成の為にサービス担当者会議を行います。 
その際に、話し合われた、内容や結論等の要点を記載します。

サービス担当者会議の要点
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【06：契約書類】

契約書 重要事項説明書 個人情報使用同意書

基準省令より
「指定訪問看護事業者は、指定訪問看護の提供の開始に際し、あらかじめ、当該指定訪問看護を受けるために申込みを行う者（利用申込者）又はその家族に対し、第二十一条
に規定する運営規程の概要、看護師等の勤務の体制その他の利用申込者の指定訪問看護の選択に資すると認められる重要事項を記した文書を交付して説明を行い、当該提
供の開始について利用申込者の同意を得なければならない。」とされています。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【07：指示書類】

訪問看護指示書  
在宅患者訪問点滴注射指示書 

特別訪問看護指示書  
在宅患者訪問点滴注射指示書 

精神科訪問看護指示書  
 

精神科特別訪問看護指示書  
在宅患者訪問点滴注射指示書 

本人・家族が、主治医に訪問看護を依頼し、医師が必要と認めれば、居宅介護支援事業所のケアマネジャー等のケアプランに訪問看護を組み入れてもらいます。その後、依
頼を受けた訪問看護ステーションは、主治医から「訪問看護指示書」を受けて、ケアプランに沿った訪問看護計画に基づいて訪問看護を実施します。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【08：訪問看護計画書】

訪問看護計画書  
別紙様式１

精神科訪問看護計画書  
別紙様式３

褥瘡対策に関する看護計画書  
 

訪問看護計画書の記載要領について
・訪問看護計画書は、別紙様式１を標準として作成するものであること。
・精神疾患を有する者等を対象として指定訪問看護を行う場合にあっては、その特性を踏まえ別紙様式３を標準として作成するものであること。



19

２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

訪問看護計画書の記載項目  
 
① 「利用者氏名」、「生年月日」、  
　 「要介護認定の状況」及び  
    「住所」の欄には必要な事項を記入すること。  
 

② 「看護・リハビリテーションの目標」の欄について  
     主治医の指示書及び訪問による利用者の療養状況を踏まえて、利用者の療養上の目標として、  
     看護及びリハビリテ ーションの目標を設定し、記入すること。  
 

③ 「年月日」の欄について  
　　訪問看護計画書の作成年月日及び計画の見直しを行った年月日を記入すること。  
 

④ 「問題点・解決策」及び「評価」の欄について  
     看護及びリハビリテーションの目標を踏まえ、  
     指定訪問看護を行う上での問題点及び解決策並びに評価を具体的に記入すること。  
　＊なお、「評価」の欄については、初回の訪問看護サービス開始時においては、空欄であっても差し支えない。  
  

⑤ 「衛生材料等が必要な処置の有無」、「処置の内容」、「衛生材料等」及び「必要量」 の欄について  
　　衛生材料等が必要になる処置の有無について○をつけること。  
　　また、衛生材料等が必要になる処置がある場合、「処置の内容」及び「衛生材料等」について具体的に記入し、  
　 「必要量」については１ヶ月間に必要となる量を記入すること。  
　　 

⑥ 「備考」の欄について  
    「備考」の欄には特別な管理を要する内容、その他留意すべき事項等を記載すること。  
 

➆ 「作成者」の欄について  
　 「作成者①②」の欄にはそれぞれ氏名を記入し、併せて看護師若しくは保健師又は理学療法士、作業療法士  
　　若しくは言語聴覚士のうちそれぞれ該当する職種について○をつけること。  
　　なお、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士による指定訪問看護を提供する場合には、「作成者①②」の  
　　両方に記入すること。　 　 

訪問看護計画書【別紙様式1】  

【08：訪問看護計画書】

訪問看護計画書の記載項目は以下のようになっています。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

精神科訪問看護計画書の記載項目  
 

① 「利用者氏名」、「生年月日」、  
　 「要介護認定の状況」及び  
    「住所」の欄には必要な事項を記入すること。  
 

② 「看護の目標」 の欄について  
     主治医の指示書及び訪問による利用者の療養状況を踏まえて、利用者の療養上の目標として、看護の目標を  
　　設定し、記入すること。  
 

③ 「年月日」の欄について  
　　精神科訪問看護計画書の作成年月日及び計画の見直しを行った年月日を記入すること。  
 

④ 「問題点・解決策」及び「評価」の欄について  
     看護の目標を踏まえ、 精神科訪問看護 を行う上での問題点及び解決策並びに評価を具体的に記入すること。  
　＊なお、「評価」の欄については、初回の訪問看護サービス開始時においては、空欄であっても差し支えない。  
  

⑤ 「衛生材料等が必要な処置の有無」、「処置の内容」、「衛生材料等」及び「必要量」 の欄について  
　　衛生材料等が必要になる処置の有無について○をつけること。  
　　また、衛生材料等が必要になる処置がある場合、「処置の内容」及び「衛生材料等」について具体的に記入し、  
　 「必要量」については１ヶ月間に必要となる量を記入すること。  
　　 

⑥  「訪問予定の職種」の欄について
　　訪問予定の職種及びその訪問日について、利用者に分かるように記載すること。  
　　利用者の状態や提供するサービスの状況等によって、訪問予定の職種と、実際に訪問を行う職種とが異なって  
　　も差し支えないが、利用者への十分な説明に努めること。  
　　なお、看護職員のみによる訪問の場合には、当該欄の記載をしなくても差し支えない。
　　（記載例１）　１・８・15・22・29 日：看護師、　４・11・18・25 日 ：理学療法士又は作業療法士
　　（記載例２）　看護職員 ：週に２回、月・金曜日に訪問、理学療法士：週に１回、木曜日に訪問
 
➆ 「備考」の欄について  
    「備考」の欄には特別な管理を要する内容、その他留意すべき事項等を記載すること。  

精神科訪問看護計画書【別紙様式３】  

【08：訪問看護計画書】

精神科訪問看護計画書の記載項目は以下のようになっています。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【09：サービスの記録】

訪問看護記録書Ⅱの記載項目
 
・訪問年月日  
・利用者の状態：病状・バイタルサイン  
・実施した看護・リハビリテーションの内容等必要な事項を記入すること。  
 
※　なお、訪問看護記録書は電子媒体を活用しても差し支えないこと。  
 

精神科訪問看護記録書Ⅱの記載項目
 
・食生活・清潔・排泄・睡眠・生活リズム・部屋の整頓等については、  
　必要な事項を記入すること。
 
・精神状態について必要な事項を記入すること。
 
・服薬等の状況について必要な事項を記入すること。
 
・作業・対人関係について必要な事項を記入すること。  
 
・月の初日の訪問看護時には、ＧＡＦ尺度により判定した値を記入すること。  
 
 

訪問看護記録書Ⅱ  
 

精神科訪問看護記録書Ⅱ  
 

訪問看護記録書の記載項目は以下のようになっています。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【10：報告書類】

訪問看護報告書  
別紙様式２ 

理学療法士、作業療法士又
は言語聴覚士による訪問看
護の詳細　別紙様式２－⑴ 

精神科訪問看護報告書  
別紙様式４

訪問看護報告書の記載要領について
・訪問看護報告書は、別紙様式２を標準として作成するものであること。
・精神疾患を有する者等を対象として指定訪問看護を行う場合にあっては、その特性を踏まえ別紙様式４を標準として作成するものであること。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

訪問看護報告書【別紙様式2】  
 

訪問看護報告書の記載項目  
① 「利用者氏名」、「生年月日」、  
　 「要介護認定の状況」及び「住所」の欄には必要な事項を記入すること。  

② 「訪問日」の欄について
　　イ 指定訪問看護を実施した年月日を記入すること。
　　ロ 訪問看護を行った日に 〇を印すこと。  
　　なお、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士による訪問看護を実施した場合は ◇、 
　　急性増悪等により特別訪問看護指示書の交付を受けて訪問した日には △、 
　　緊急時訪問を行った日は ×印とすること。  

③ 「病状の経過」の欄について
　　利用者の病状、日常生活動作（ＡＤＬ）の状況等について記入すること。  

④ 「看護の内容」の欄について
　　実施した指定訪問看護の内容について具体的に記入すること。  

⑤ 「家庭での介護の状況」の欄について
　　利用者の家族等の介護の実施状況、健康状態、療養環境等について必要に応じて記入すること。  

⑥ 「衛生材料等の使用量および使用状況」の欄について
　　指定訪問看護における処置に使用した衛生材料等の名称、使用及び交換頻度、１ヶ月間における使用量を  
　　記入すること。  

⑦ 「衛生材料等の種類・量の変更」の欄について
　　衛生材料等の変更の必要性の有無について○をつけること。  
　　変更内容は、利用者の療養状況を踏まえた上で、処置に係る衛生材料等の種類・サイズ・量の変更が必要  
　　な場合に記入すること。必要量については、１ヶ月間に必要となる量を記入すること。  

⑧ 「特記すべき事項」の欄について
　　前記の②～⑤までの各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項を記入すること。  

⑨   継続して指定訪問看護を提供している者のうち、当該月に１回しか指定訪問看護を実施しなかった場合には、　 　 
　　訪問看護記録書Ⅱの複写を報告書として差し支えないこと。  

⑩ 「作成者」の欄には氏名を記入するとともに、看護師又は保健師のうち該当する職種について○をつけること。

訪問看護報告書の記載項目は以下のようになっています。

【10：報告書類】
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士による訪問看護の詳細　  
【別紙様式２－⑴】  
  理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士による訪問看護の詳細の記載項目  

 
イ「利用者氏名」「日常生活自立度」及び「認知症高齢者の日常生活自立度」の欄には必要な事項を記入すること。
 
 
ロ 「理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が行った訪問看護、家族等への指導、リスク管理等の内容」の欄には、　  
　　理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が行った指定訪問看護、家族等への指導、リスク管理等の内容につい  
　　て具体的に記入すること。
 
 
ハ 「評価」の欄には、各項目について、  
　　主治医に報告する直近の利用者の状態について記入すること。  
 
 
ニ 「特記すべき事項」の欄には、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が行った訪問看護についてイからハま  
　　での各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項を記入すること。  
 
 
ホ 「作成者」の欄には氏名を記入するとともに、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士のうち該当する職種に  
　　ついて○をつけること。  
 
 
 
 

【10：報告書類】

理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士による訪問看護の詳細の記載項目は以下のようになっています。
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

精神科訪問看護報告書【別紙様式4】  
 

精神科訪問看護報告書の記載項目 
① 「利用者氏名」、「生年月日」、「要介護認定の状況」及び「住所」の欄には必要な事項を記入すること。  
② 「訪問日」の欄について
　　イ 指定訪問看護を実施した年月日を記入すること。
　　ロ 保健師、看護師又は准看護師が指定訪問看護を行った日に〇を印すこと。 
　　なお、作業療法士による訪問看護を実施した場合は◇、 
　　精神科特別訪問看護指示書の交付を受けて訪問した日には△、 
　　緊急時訪問を行った日は×印とすること。 
　　１日に２回以上訪問した日を◎ 
　　長時間精神科訪問看護加算を算定した日を□ 
　　30 分未満の訪問看護を実施した日に✔印をつけること 
③ 「病状の経過」の欄について
　　利用者の病状、日常生活動作（ＡＤＬ）の状況等について記入すること。 
④ 「看護の内容」の欄について
　　実施した指定訪問看護の内容について具体的に記入すること。
⑤ 「家族等との関係」の欄について
　　利用者と当該利用者の家族、友人等との対人関係について記入すること。 
⑥ 「衛生材料等の使用量および使用状況」の欄について
　　指定訪問看護における処置に使用した衛生材料等の名称、使用及び交換頻度、１ヶ月間における使用量を記入すること。
⑦ 「衛生材料等の種類・量の変更」の欄について
　　衛生材料等の変更の必要性の有無について○をつけること。 
　　変更内容は、利用者の療養状況を踏まえた上で、処置に係る衛生材料等の種類・サイズ・量の変更が必要な場合に記入すること。 
⑧ 「情報提供」の欄について
     訪問看護情報提供療養費の算定に係る情報提供を行った場合は、その情報提供先と情報提供日を記入すること。 
     情報提供先及び情報提供日が複数ある場合には、記入欄を適宜追加して記載すること。
⑨ 「特記すべき事項」の欄について
　　前記の②～⑧までの各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項を記入すること。 
　　また、頻回に訪問看護を行った場合、提供した訪問看護の内容についても記入すること。
⑩ 「ＧＡＦ」の欄について
     精神科訪問看護報告書においては、月の初日の指定訪問看護時におけるＧＡＦ尺度により判定した値及び判定した年月日を記入すること。 
⑪  継続して指定訪問看護を提供している者のうち、当該月に１回しか指定訪問看護を実施しなかった場合には、 
     精神科訪問看護記録書Ⅱの複写を報告書として差し支えないこと。

精神科訪問看護報告書の記載項目は以下のようになっています。

【10：報告書類】
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【11：ケアマネジャー等への報告書類】

サービス提供票

サービス提供票 別表

ケアマネジャーへ毎月（月末に当月分の、若しくは月初めに前月分の）、サービスの実績を報告します。

訪問看護報告書【別紙様式2】  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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【12：その他：訪問看護の情報提供書】  

訪問看護情報提供療養費１　市区町村・都道府県　別紙様式１または2を使用１,５００円/月 
訪問看護情報提供療養費２　義務教育諸学校 　　 別紙様式３を使用  １,５００円/月 
訪問看護情報提供療養費３　医療機関諸学校        別紙様式４を使用  １,５００円/月 

訪問看護情報提供療養費は、市町村（自治体）や義務教育諸学校、保険医療機関などに対して、訪問看護に関する情報を提供した場合に算定する費用です。訪問看護
情報提供療養費には、訪問看護情報提供療養費１～３の3種類があり、情報提供先や対象者により、使用する様式が異なります。

別紙様式１ 別紙様式２ 別紙様式３ 別紙様式４
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２章：「記録物」の理解と明確化

訪問看護　業務設計編（後編）　

【カルテ（ファイル）の作成イメージ】

01から12の業務で作成される帳票ごとに分類し整理してみると、下記の帳票イメージになります。 
このイメージのように、インデックスを挟み、カルテを作成してみると、どこに何があるのかが分かりやすく整理されたカルテファイルが仕上がります。

カルテファイルなどを整理できていることのメリット 
 

・どこを見れば、確認したい記録物があるのか、共通理解できていることで、  
　記録物を探す手間が省けます。  
 

・実地指導においても、このようなインデックス毎に必要な帳票が整理され  
　ていることで実地指導の担当者へも好印象を与えることができます。
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　おわりに

今回は、「業務設計編」（後編）として、 
□：➀「業務手順」の理解と明確化
□：➁「記録物」の理解と明確化　についてのお話をさせていただきました。
「業務設計」について、興味関心がわき、引き続き理解を深めていきたいと思っていただけ
たとすれば大変うれしく思います。
 
また、こちらの研修動画のほかに、業務設計編（前編）として 
□：➀「業務内容」と「職務内容」の理解と明確化　 
□：➁「職責」と「任用要件」の理解と明確化 
についての研修動画もご用意しております。 
こちらの研修動画についても、ご視聴いただくことで、訪問看護の業務設計時に、把握して
おくべき事柄についての理解が深まると思われますので、必要に応じて、ご視聴いただけ
ましたら幸いです。

訪問看護　業務設計編（前編）　



ご視聴ありがとうございました


